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表紙説明
　空港滑走路周辺で梅雨の晴れ間に

咲く満開の特攻花・テンニンギク。

　特攻花は戦時中、この場所にあっ

た基地から飛び立つ若き特攻隊員た

ちに、島の娘たちが贈ったものとい

われている。

梅雨の晴れ間に姿を現した　
　　　　　　　満開の特攻花
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奄
美
群
島
の
伝
統
産
業
で
も
あ
る
黒
糖
焼
酎
の
乾
杯
条
例
を
制
定

黒
糖
焼
酎
で
乾
杯
し
て
地
産
地
消
を
推
進
!!

議
会
で
乾
杯
条
例
が
可
決

　

酒
宴
で
「
と
り
あ
え
ず
ビ
ー
ル
」
と
言

い
、
乾
杯
に
は
ビ
ー
ル
を
選
ぶ
人
が
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
最
初
か
ら
焼
酎
は
き
つ
い
」
や
「
ビ
ー

ル
の
始
め
の
一
口
が
う
ま
い
ん
だ
よ
な
あ
」

と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　

お
酒
の
楽
し
み
方
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、

今
年
３
月
25
日
に
開
か
れ
た
平
成
26
年

第
１
回
喜
界
町
議
会
定
例
会
最
終
本

会
議
で　
『
喜
界
町
黒
糖
焼
酎
に
よ
る

乾
杯
を
推
進
す
る
条
例
』
が
可
決
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
本
町
で
は
『
喜
界

島
で
造
ら
れ
た
黒
糖
焼
酎
で
乾
杯
し
よ

う
！
』
と
い
う
こ
と
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
こ
れ
は
強
制
で
は
な
く
あ
く
ま
で
推
進

す
る
条
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
受
け
て
今

回
、
本
町
の
黒
糖
焼
酎
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
と
し
て
黒
糖
焼
酎
を
特
集
し
た

い
。

焼
酎
の
歴
史

　

本
条
例
を
提
案
し
た
生
駒
弘
議
員
に

よ
る
と
、
黒
糖
を
原
料
と
し
た
黒
糖
焼

酎
は
、
奄
美
群
島
が
日
本
復
帰
し
た

１
９
５
３
年
（
昭
和
28
年
）
か
ら
、
米

麹
の
使
用
を
条
件
に
群
島
内
で
の
み
製

造
が
特
認
さ
れ
て
い
る
。
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  （目的）
第１条　この条例は，喜界町（以下「町」という。）の特産品であり，奄美群島の伝統産業でも

ある黒糖焼酎による乾杯の習慣を広めることにより，黒糖焼酎の普及を通した焼酎文化
への理解の促進に寄与することを目的とする。

  （定義）
第２条　この条例において「黒糖焼酎」とは，酒税法（昭和 28 年法律第６号）第３条第 10 号

に規定する単式蒸留しようちゆう（同号ニに規定する酒類に限る。）で，奄美群島内で
製造されたものをいう。

  （町の役割）
第３条　町は，黒糖焼酎による乾杯の推進に必要な措置を講じるよう努めるものとする。
  （事業者の役割）
第４条　黒糖焼酎の生産を業として行う者は，黒糖焼酎による乾杯を推進するために主体的に取

り組むとともに，町及び他の事業者と相互に協力するよう努めるものとする。
  （町民の協力）
第５条　町民は，町及び事業者が行う黒糖焼酎による乾杯の推進に関する取組に協力するよう努

めるものとする。

喜界町黒糖焼酎による乾杯を推進する条例

　

わ
が
国
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代
初

期
の
１
６
２
３
年
（
元
和
９
年
）
頃
、
す

で
に
蒸
留
の
技
術
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
当

時
焼
酎
が
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
文
献
上
で
は
、
江
戸
時

代
後
期
の
１
８
５
０
年
（
嘉
永
3
年
）
頃
、

奄
美
諸
島
に
遠
島
と
な
っ
た
薩
摩
藩
士
・

名
越
左
源
太
に
よ
る
「
南
島
雑
話
」
の
な

か
で
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
搾
っ
た
汁
を
使
う

「
留
汁
焼
酎
」
の
記
述
が
あ
り
、
こ
こ
に
黒

糖
焼
酎
の
原
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
明
治
時
代
、
焼
酎
は
奄
美
の
島
々

で
販
売
目
的
で
は
な
く
家
庭
用
と
し
て
各

家
々
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
明
治
政
府
に
よ
っ
て
酒
造
免

許
制
が
始
ま
り
、
１
９
１
６
年
（
大
正
5

年
）
に
群
島
内
に
初
め
て
民
間
酒
造
が
開

業
し
、
販
売
目
的
の
『
奄
美
黒
糖
焼
酎
』

の
醸
造
が
本
格
化
し
た
。

　

現
在
、
群
島
内
に
黒
糖
焼
酎
製
造
の
蔵

元
は
25
社
あ
り
、
売
り
上
げ
は
１
０
０
億

円
規
模
。
外
海
離
島
で
あ
る
奄
美
の
基
幹

産
業
と
し
て
、
愛
飲
者
は
群
島
内
は
も
と

よ
り
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、
海
外
へ
と

拡
大
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

地
場
産
黒
糖
焼
酎
の
推
進
へ

　

本
条
例
を
提
案
し
た
こ
と
に
つ
い
て
生

駒
議
員
は
「
本
町
で
行
わ
れ
る
酒
宴
の
乾

杯
の
儀
式
を
『
喜
界
町
黒
糖
焼
酎
』
で
行

い
、
町
民
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
産
業
の
育
成
、
拡
大
、
継
承
を

図
る
こ
と
が
肝
要
。
さ
ら
に
、『
シ
マ
』

独
自
の
『
も
て
な
し
』
の
食
、
踊
り
の
文

化
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る

と
確
信
し
て
い
る
」と
自
信
を
覗
か
せ
る
。

　

唯
一
、
米
麹
と
黒
糖
を
ブ
レ
ン
ド
し
た

香
り
豊
か
で
甘
み
の
あ
る
コ
ク
を
楽
し

め
、
黒
糖
を
原
料
と
し
て
い
る
が
糖
分
が

ゼ
ロ
と
い
う
黒
糖
焼
酎
。
こ
の
条
例
制
定

を
き
っ
か
け
に
、
酒
産
業
の
み
な
ら
ず
本

町
全
体
の
振
興
に
繋
げ
て
欲
し
い
。

　

そ
こ
で
今
回
、
本
町
の
黒
糖
焼
酎
メ
ー

カ
ー
の
朝
日
酒
造
株
式
会
社
（
喜
禎
浩
之

社
長
）
と
喜
界
島
酒
造
株
式
会
社
（
上
園

田
慶
太
社
長
）
に
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

乾
杯
な
ど
に
使
え
る
黒
糖
焼
酎
の
楽
し
み

方
の
提
案
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
内
容
は

４
、５
ｐ
。

※
こ
の
条
例
は
、
あ
く
ま
で
も
喜
界
黒
糖

焼
酎
の
普
及
と
焼
酎
文
化
へ
の
理
解
、

本
町
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
制
定
さ
れ
て
お
り
、
個
人
の
飲

み
方
を
否
定
、
強
制
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
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た
か
た
ろ
う
25
度
の
炭
酸
割
り

黒
糖
焼
酎
が
で
き
る
ま
で

（
鹿
児
島
県
酒
造
組
合
奄
美
支
部
・
奄
美
大
島
酒
造
協
同
組
合
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

①
洗
米
・
蒸
米

⑦
貯
蔵

⑤
蒸
溜

⑥
製
成

④
二
次
仕
込
み

③
一
次
仕
込
み

②
製
麹

⑧
び
ん
詰

⑨
製
造
出
荷

原料米を浸漬し，洗米後
は水分を切って蒸す。こ
うじを造るのに一番需要
なのは「蒸米」である。

こうじ菌を散布して 35
度・40 度の適温を保つ。
こうじは 40 ～ 45 時間
で熟成する。

熟成したこうじを水で仕
込み，発酵させる。５～
7 日。

一次仕込みのもろみに，糖液
を入れる。10 ～ 14 日を経
過すると発酵したアルコー
ル分が 14 ～ 16 度となる

二次仕込みの熟成もろみ
を蒸溜機に入れ蒸留する。

出来上がった焼酎の数
量等を測定する。

タンク内の焼酎は，油等の
不純物を除去し貯蔵される。

25 度，30 度等に割水後，
瓶詰めされる。

朝日酒造株式会社
　大正５年創業。社名でもあり代表銘柄でもある『朝日』は，
喜界島が奄美群島の中で最も東に位置するため，洋上から昇
る朝日を最初に見ることができる場所であることから，その
昇りゆく太陽に社運の隆盛への願いを込めて名付けました。
　奄美群島でのみ製造が許されている島酒『黒糖焼酎』を
シマ（喜界島）にこだわり，サトウキビ栽培（無農薬・化
学肥料不使用）から一貫した『ものづくり』に挑戦し続け，
酒を通してシマ（喜界島）を発信する企業として日々取り
組んでいます。 〒891-6202 喜界町湾41-1　   　　　

T E L　６５－１５３ １（代表）
FAX　６５－１５３２ 　   　　

WEB　http://www.kokuto-asahi.co.jp

黒
糖
焼
酎
の
プ
ロ
が
お
す
す
め
す
る

　
　
　

 

焼
酎
を
楽
し
む
２
つ
の
提
案
!!

　

少
し
長
め
の
グ
ラ
ス
に
氷
を
多
め

に
入
れ
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
25
度
の

『
た
か
た
ろ
う
』
を
半
分
ま
で
注
ぎ
、

マ
ド
ラ
ー
で
数
回
ま
わ
し
ま
す
。
次

に
炭
酸
水
を
入
れ
て
、
も
う
一
度
、

マ
ド
ラ
ー
で
炭
酸
が
抜
け
な
い
よ
う

に
ゆ
っ
く
り
と
1
回
ま
わ
し
て
、
で

き
あ
が
り
で
す
。

　

こ
の
炭
酸
割
り
は
、
爽
や
か
で
刺

激
的
な
の
ど
ご
し
と
、
黒
糖
の
甘
い

風
味
が
楽
し
め
ま
す
。

ロ
ッ
ク
氷
を
1
個
）
を
入
れ
た
り
、

も
う
一
つ
の
グ
ラ
ス
を
用
意
し
て
何

度
か
移
し
替
え
た
り
し
て
（
1
回
移

し
替
え
る
ご
と
に
約
５
℃
温
度
が
下

が
る
の
で
４
回
繰
り
返
す
）、
温
度

を
調
整
し
ま
す
。

　

次
に
グ
ラ
ス
の
縁
か
ら
焼
酎
を

ゆ
っ
く
り
優
し
く
注
ぎ
込
み
ま
す
。

お
湯
と
焼
酎
が
対
流
す
る
こ
と
で
馴

染
み
、
焼
酎
の
持
つ
柔
ら
か
い
甘
さ

や
旨
味
が
引
き
立
っ
て
き
ま
す
。
で

き
あ
が
り
の
温
度
は
40
～
45
℃
が
適

温
。

　

黒
糖
焼
酎
は
蒸
留
酒
で
す
の
で
、

原
料
は
黒
糖
で
す
が
糖
分
は
ゼ
ロ
で

す
。
焼
酎
に
合
う
お
つ
ま
み
は
、
甘

辛
い
味
付
け
の
も
の
や
、
山
羊
の
か

ら
じ
ゅ
う
り
等
。
ま
た
、
チ
ー
ズ
や

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
黒
糖
等
も
オ
ス
ス

メ
で
す
。

　
ま
ず
、
小
ぶ
り
の
グ
ラ
ス
に
お

湯
を
入
れ
ま
す
。
お
湯
の
温
度
は
、

80
℃
ぐ
ら
い
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。
沸

騰
直
後
の
お
湯
の
場
合
、
氷
（
居
酒

屋
で
よ
く
使
わ
れ
る
サ
イ
ズ
の
ブ

喜禎浩之社長

朝
日
30
度
の
お
湯
割
り
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　本格焼酎の蒸留方法は，昔ながら
の常圧蒸留と減圧蒸留に分けられ
る。常圧蒸留では，蒸留器内の気圧
を操作することなく蒸留するため，
本格焼酎ならではの風味や，原料の
香りや味が楽しめ，本格志向の焼酎
ファンに人気。
　また，減圧蒸留は蒸留器内の気圧
を下げて，常圧蒸留よりも低い沸点
で気化したものを液化するため，ク
セのないやわらかい本格焼酎とな
り，焼酎入門派に好まれている。『奄
美黒糖焼酎（「奄美黒糖焼酎」宣伝・
販路拡大委員会ほか製作による』

◎常圧蒸留と減圧蒸留　

お
酒
は
昔
か
ら
「
百
薬
の
長
」
と
い
わ
れ
、

適
量
の
飲
酒
は
精
神
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た

り
、
血
の
巡
り
を
よ
く
す
る
長
寿
の
秘
訣
と

も
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
さ
ら
に
う

れ
し
い
研
究
結
果
が
、
倉
敷
芸
術
科
学
大
学

の
須
見
洋
行
教
授
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
適
量
の
飲
酒
は
血
栓
を

溶
か
す
酵
素
（
ウ
ロ
キ
ナ
ー
ゼ
と
プ
ラ
ス
ミ

ン
）
を
血
中
の
中
で
増
や
し
、
血
の
塊
を
溶

か
し
て
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
さ
せ
る
効
果
が

あ
る
と
い
う
も
の
。
特
に
、
黒
糖
焼
酎
な
ど

の
本
格
焼
酎
を
飲
ん
だ
場
合
、
そ
の
効
果
は

何
も
飲
ま
な
か
っ
た
人
の
２
・
３
倍
、
ワ
イ

ン
の
１
・
３
倍
、
日
本
酒
の
１
・
４
倍
と
、

他
の
酒
よ
り
抜
群
に
優
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
ま
た
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増

や
す
効
果
も
あ
り
、
動
脈
硬
化
の
予
防
に
も

な
る
よ
う
で
す
。
香
り
を
嗅
ぐ
だ
け
で
も
効

果
は
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
黒
糖
焼
酎

を
香
り
と
と
も
に
味
わ
い
た
い
も
の
で
す
。

　
（
※
日
本
酒
造
組
合
中
央
会
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
）

☆
黒
糖
焼
酎
と
健
康
効
果

喜界島酒造
　『喜びの島が育む　喜びの酒』を合い言葉に，喜界島しか造
れないオンリーワンの酒造りを目指しています。
　焼酎造りは，原料の質や仕込の管理が重要な要素であるこ
とはいうまでもありませんが，より旨みを引き出すために手
入れや貯蔵，ブレンド技術もとても重要で，何をどこまで引き，
どこまで残すかということに意識と重点を置き商品は全て最
低 1年以上貯蔵した後商品化しています。
　東京・大阪・大島に支店を構え，国内の販売はもとより，台湾・
中国・東南アジア方面をはじめヨーロッパの国々へも，商品
を出荷しています。    〒891-6201 喜界町赤連 2966-12

             T E L 　 ６ ５ － ０ ２ ５ １  
             F A X 　６ ５ － ０ ９ ４ ７
       WEB　http://www.kurochu.jp/

よ
り
い
っ
そ
う
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
原
料

に
使
っ
た
黒
糖
焼
酎
を
楽
し
め
る
!!

和
製
モ
ヒ
ー
ト

　

少
し
長
め
の
グ
ラ
ス
に
氷
を
グ
ラ

ス
半
分
ま
で
入
れ
、
ス
ペ
ア
ミ
ン
ト

一
掴
み
と
『
す
だ
ち
』
か
『
か
ぼ
す
』

（
喜
界
島
の
地
み
か
ん
な
ど
他
柑
橘

類
で
も
よ
い
）
を
入
れ
、『
喜
界
島

30
度
』
と
『
炭
酸
水
』
を
１
：
２
の

割
合
で
入
れ
る
（
仕
上
が
り
度
数
は

約
10
度
）。
お
好
み
で
パ
ウ
ダ
ー
状

の
黒
砂
糖
を
大
さ
じ
１
杯
入
れ
て
く

だ
さ
い
（
喜
界
島
30
度
は
黒
糖
の
甘

い
風
味
が
あ
る
の
で
粉
糖
を
使
わ
な

く
て
も
美
味
し
い
）。

※
ス
ペ
ア
ミ
ン
ト
を
軽
く
潰
し
た
方

が
、
ほ
の
か
な
香
り
が
楽
し
め
、

初
め
て
飲
ま
れ
る
方
に
は
飲
み
易

い
か
も
。
強
く
潰
し
た
場
合
は
ス

ペ
ア
ミ
ン
ト
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
香

り
が
口
の
中
で
広
が
り
ま
す
。

香
味
野
菜
の
お
湯
割
り

　

黒
糖
焼
酎
は
独
特
の
甘
い
香
り
で

ア
レ
ン
ジ
に
は
優
れ
た
焼
酎
で
す
。

焼
酎
の
お
湯
割
り
に
香
味
野
菜
を
入

れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
野
菜
の
香
り

が
引
き
立
て
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
鉄

分
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
多
く
含
む
セ
ロ

リ
の
お
湯
割
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

低
め
の
グ
ラ
ス
に
お
好
み
の
温
度

の
お
湯
を
半
分
入
れ
て
、
茎
の
部
分

に
軽
く
切
れ
目
を
入
れ
た
セ
ロ
リ
を

差
し
込
み
、『
し
ま
っ
ち
ゅ
伝
蔵
30

度
』
を
注
ぎ
ま
す
。
こ
の
順
番
が
セ

ロ
リ
の
風
味
を
際
立
た
せ
る
コ
ツ
で

す
。
香
り
が
強
い
と
感
じ
る
方
は
水

割
り
や
ロ
ッ
ク
が
お
す
す
め
で
す
。

　

ま
た
、
抗
酸
化
作
用
が
強
い
パ
プ

リ
カ
や
、
血
行
を
促
進
す
る
生
姜
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
多
く
含
む
パ
セ
リ
な

ど
で
も
楽
し
め
ま
す
。

　

上園田慶太社長
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県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
功
労
者
表
彰

奄
美
警
察
署
喜
界
幹
部
派
出
所
は
５

月
9
日
、
ひ
ま
わ
り
第
２
保
育
園

で
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
た
。
園
児
た

ち
は
、
警
官
か
ら
道
路
の
歩
き
方
や
歩
道

の
渡
り
方
な
ど
を
一
通
り
学
ん
だ
後
、
園

庭
に
作
ら
れ
た
横
断
歩
道
で
実
習
を
行
っ

た
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
協
会
専
門
部
女
性
部

の
会
員
か
ら
、
交
通
ル
ー
ル
を
ク
イ
ズ
形

式
で
問
い
か
け
る
腹
話
術
も
披
露
さ
れ

た
。
こ
の
活
動
は
、各
小
学
校
や
幼
稚
園
、

保
育
園
で
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。

警官の指導をうけながら、横断歩道を
渡る園児たち

き
か
い
１
０
０
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
梶

原
貴
史
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

は
５
月
3
日
、『
第
１
回
ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会
＆
合
同
勉
強
会
』
を
町
総
合
体
育
館

で
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
ク
ラ
ブ
会
員
約
90
人
が
参
加

し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
上
で
の
マ
ナ
ー
や

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
精
神
を
学
ん
だ
あ
と
、
柔

か
い
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

大
会
を
行
っ
た
。
梶
原
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
「
こ
の
大
会
と
勉
強
会
を
通
し

て
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
精
神
や
指
導
者
に

対
す
る
言
葉
遣
い
を
学
ん
だ
り
、
今
ま
で

体
験
し
た
こ
と
が
な
い
競
技
に
も
挑
戦
し

て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

　

参
加
し
た
吉
留
直
哉
さ
ん
（
小
６
）
は

「
初
め
は
難
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と
思
っ
た
け

ど
、
や
っ
て
み
る
と
楽
し
か
っ
た
。
大
会

で
も
優
勝
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
感
想

を
述
べ
た
。

ハンドボール競技を楽しむ子どもたち

鹿
児
島
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら

こ
の
ほ
ど
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
振
興

に
尽
力
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
愛

好
家
3
人
に
功
労
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　

今
回
授
与
を
受
け
た
方
は
、
重
野
欣よ
し
た
つ達

さ
ん
（
中
間
・
昭
７
生
・
81
歳
）、
須
直

得と
く
こ子
さ
ん
（
上
嘉
鉄
・
大
13
生
・
89
歳
）、

乾
誠せ
い

さ
ん
（
湾
・
昭
12
生
・
77
歳
）。

　

須
直
さ
ん
は
「
特
に
取
り
柄
が
な
い
と

思
っ
て
い
た
私
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
賞

を
い
た
だ
け
て
光
栄
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で

す
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

現
在
、
本
町
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の

会
員
は
約
２
６
０
人
。
審
判
免
許
保
持
者

は
１
３
０
人
（
県
内
３
位
）
お
り
、
高
齢

者
の
健
康
維
持
と
病
気
予
防
な
ど
の
一
助

と
な
っ
て
い
る
。

大
き
く
育
っ
て
ね
！

　
　
わ
た
し
た
ち
の
サ
ト
ウ
キ
ビ

乾さん（左）重野さん（中央）須直さん（右）【提供写真】

「
み
ぎ
・
ひ
だ
り
・
み
ぎ
」

気
を
つ
け
て
道
路
を
渡
ろ
う
ね
!!

体岡さんからキビの植え付け
指導を受ける児童たち

今
年
度
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
モ
デ

ル
校
指
定
を
受
け
、
土
曜
授
業
推

進
事
業
に
取
り
組
む
喜
界
小
学
校
で
５
月

10
日
、
第
１
回
目
と
な
る
土
曜
授
業
が
行

わ
れ
た
。
6
年
生
児
童
（
44
人
）
は
旧
診

療
所
横
の
学
習
農
園
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
家

の
体
岡
徳
章
さ
ん
（
坂
嶺
）
指
導
の
下
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
植
え
付
け
を
体
験
し
た
。

　

植
え
付
け
る
時
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

体
岡
さ
ん
は
「
節
に
あ
る
芽
は
左
右
交
互

に
出
る
た
め
、
そ
の
部
分
が
上
下
に
な
ら

な
い
よ
う
に
横
に
す
る
こ
と
や
、
植
え
付

け
の
際
に
『
早
く
芽
を
出
し
て
大
き
く

育
っ
て
ね
』
と
言
っ
て
気
持
ち
を
込
め
る

こ
と
な
ど
が
大
切
」
と
説
明
し
た
。

　

代
表
し
て
柳
実
花
さ
ん
は
「
喜
界
に
住

ん
で
い
る
け
ど
、
植
え
付
け
は
初
め
て
の

体
験
で
し
た
。
お
い
し
い
サ
ト
ウ
キ
ビ
に

な
る
よ
う
に
世
話
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
お
礼
を
述
べ
た
。

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
精
神
を
学
び

　
　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
に
挑
戦
！
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旧
小
野
津
小
学
校
跡
地
に

　
　
　
宿
泊
体
験
学
習
施
設
が
開
所

地
域
文
化
等
宿
泊
体
験
学
習
施
設
が

５
月
1
日
、
旧
小
野
津
小
学
校
跡

地
に
開
所
し
た
。
前
日
行
わ
れ
た
開
所
祝

賀
会
で
は
集
落
民
や
役
場
職
員
な
ど
の
関

係
者
が
参
加
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
で
薫
勇
治 

神
宮
区
長
は「
２

年
前
、
１
０
５
年
の
歴
史
あ
る
小
野
津
小

学
校
が
閉
校
し
た
。
思
い
出
あ
る
学
校
を

ど
う
す
る
か
集
落
民
で
話
し
合
っ
た
結

果
、
多
く
の
人
か
ら
『
集
落
で
活
用
し
た

い
』
と
意
見
が
出
た
た
め
、
実
行
委
員
会

で
話
し
合
い
宿
泊
施
設
と
し
て
整
備
し

た
。
町
も
地
域
の
活
性
化
と
し
て
、
県
な

ど
の
補
助
金
を
利
用
し
、
集
落
に
負
担
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
く
れ
た
。

町
民
も
『
い
つ
で
も
、
き
が
ね
な
く
、
安

く
泊
ま
れ
る
』
こ
の
施
設
を
ど
ん
ど
ん
利

用
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
を
集
落
の
活
性
化

だ
け
で
な
く
町
お
こ
し
に
繋
げ
て
い
き
た会には多くの関係者が集まった

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

来
賓
代
表
あ
い
さ
つ
で
川
島
健
勇
町
長

は
「
集
落
が
結
束
し
て
で
き
た
も
の
は
、

こ
の
施
設
が
初
め
て
。
私
は
『
集
落
が
元

気
に
な
ら
な
い
と
、
喜
界
島
が
元
気
に
な

ら
な
い
』
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
は
観
光
振
興
も
進
め
て
行
く
必
要
が

あ
る
た
め
、
こ
の
施
設
は
い
ろ
い
ろ
な
使

い
道
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
盛

り
あ
げ
て
喜
界
島
の
拠
点
と
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
県
の
地
域
振
興
推
進
事

業
補
助
金
や
町
の
補
助
金
な
ど
を
利
用
し

て
改
修
し
た
。総
工
費
は
約
4
千
万
円
で
、

工
事
期
間
は
約
４
ヶ
月
を
費
や
し
た
。
利

用
で
き
る
団
体
は
、
宿
泊
体
験
学
習
施
設

で
あ
る
た
め
、
学
校
関
係
や
子
ど
も
会
、

青
年
団
、同
好
会
な
ど
の
団
体
に
限
ら
れ
、

一
般
の
観
光
客
は
利
用
で
き
な
い
。

に
は
30
年
目
の
方
も
い
る
と
聞
き
、
心
か

ら
感
謝
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
習
の
成
果

も
、
技
能
の
向
上
も
、
そ
の
秘
訣
は
『
希

望
を
も
っ
て
や
り
続
け
る
こ
と
』
だ
と
思

う
。
受
講
生
の
み
な
さ
ん
も
、
一
回
で
も

多
く
出
席
し
て
、
継
続
し
て
学
習
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

　

受
講
生
代
表
あ
い
さ
つ
で
、
今
年
90
歳

を
迎
え
る
受
講
生
最
年
長
の
里
安
九
郎
さ

ん
（
大
正
13
年
生
・
坂
嶺
）
は
「
私
は
毎

年
、
公
民
館
講
座
を
楽
し
み
に
し
て
い
て

い
る
。
以
前
私
は
、
手
品
講
座
と
中
国
語

講
座
を
受
け
て
、
中
国
語
で
手
品
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
さ
ら
に
82
歳
で
弓

道
講
座
を
受
け
翌
年
に
は
初
段
を
取
得

し
、
２
年
前
に
は
、
若
い
人
で
も
１
、２

度
で
は
受
か
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
4
段
に

見
事
合
格
し
た
。
本
当
に
感
無
量
、
夢
ご

こ
ち
だ
っ
た
。
年
を
重
ね
て
も
計
画
を
立

て
て
何
か
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
を
皆
さ

ん
に
伝
え
た
い
」
と
述
べ
る
と
、
会
場
か

ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
喝
采
が
沸
き
起

こ
っ
た
。

学習意欲ある受講生たちが集った

喜
界
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
が

主
催
す
る
社
会
教
育
学
級
・
公
民

館
講
座
合
同
開
講
式
が
５
月
11
日
、
自
然

休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
は
、33
講
座
で
受
講
生
４
１
８
人
。

地
域
講
座
は
５
講
座
で
受
講
生
は
56
人
。

延
べ
受
講
生
は
４
７
４
人
。

　

今
年
は
新
し
く
オ
カ
リ
ナ
教
室
（
遠
藤

浩
文
先
生
）、
黒
糖
焼
酎
教
室
（
上
園
田

慶
太
先
生
・
喜
禎
浩
之
先
生
）、
こ
ど
も

将
棋
教
室
（
喜
界
島
将
棋
同
好
会
）、
多

文
化
交
流
教
室
（
ハ
ン
ス
ー
交
流
会
）、

舞
踊
（
紀
乃
元
流
）
教
室
（
川
島
嘉
吉
先

生
）
の
5
講
座
が
加
わ
り
、
学
習
意
欲
あ

る
受
講
生
た
ち
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。

　

積
山
泰
夫
教
育
長
は
式
辞
で
「
多
く
の

方
が
講
師
歴
10
年
以
上
の
経
験
者
で
、
中

受講生代表挨拶を述べる里安九郎さん

意
欲
あ
る
受
講
生
た
ち
が
集
う

～
社
会
教
育
学
級
・
公
民
館
講
座
合
同
開
講
式
～

施設内の様子
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佐
手
久
集
落
（
米
田
信
也
区
長 

２
１
５
人
）
は
５
月
3
日
、
塩
道

長
浜
公
園
に
お
い
て
佐
手
久
集
落
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
っ
た
。
こ
の
大
会

は
集
落
の
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
お

う
と
集
落
の
長
寿
会
や
青
・
壮
年
団
、
婦

人
会
、
育
成
会
な
ど
が
協
力
し
、
3
年
前

か
ら
開
催
し
て
い
る
。
今
年
の
参
加
者
は

約
70
人
。

　

米
田
区
長
は
「
こ
の
大
会
は
集
落
民
の

交
流
の
場
と
し
て
役
立
っ
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
も
面
識
が
な
か
っ
た
高
齢
者
と
知

り
合
い
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
活
動
を
集

落
の
活
性
化
に
繋
げ
た
い
」と
期
待
し
た
。

　

初
め
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
体
験
し

た
大
山
雅
美
さ
ん
（
７
歳
）
は
「
集
落
の

み
ん
な
で
ボ
ー
ル
を
打
っ
た
り
、
ホ
ー
ル

ポ
ス
ト
に
入
れ
た
り
し
て
、楽
し
か
っ
た
。

来
年
も
し
て
み
た
い
」
と
笑
み
を
浮
か
べ

た
。

大好評だった古本市

当
時
約
２
億
円
の
資
金
で
故 

長
島
公

佑
氏
が
寄
贈
し
、
開
館
30
周
年
を

迎
え
る
喜
界
町
図
書
館
（
登
山
典
壽
館
長 

昭
和
60
年
開
館
）
で
５
月
３
日
、
第
13
回

図
書
館
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
た
。

　

毎
年
恒
例
に
な
っ
た
古
本
の
リ
サ
イ
ク

ル
市
に
は
、
購
読
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
や
利
用
者
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
図
書

約
一
千
冊
が
並
べ
ら
れ
、
開
館
と
同
時
に

多
く
の
町
民
が
訪
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
２
階
で
は
、
遠
藤
浩
文
・
飛

鳥
夫
妻
の
歌
に
合
わ
せ
た
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

演
奏
が
あ
り
、
聴
衆
は
そ
の
音
色
を
楽
し

ん
で
い
た
。ま
た
、埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

職
員
に
よ
る
『
喜
界
島
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね

て
』
の
講
演
や
、
映
画
上
映
会
や
お
は
な

し
会
な
ど
が
あ
り
通
常
は
静
か
な
図
書
館

が
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

　

図
書
館
で
は
今
年
11
月
頃
、
開
館
30
周

年
記
念
式
典
を
行
う
予
定
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て

　
　
　
集
落
民
の
結
束
を
深
め
るグラウンドゴルフを楽しむ佐手久集落民たち

今
年
開
館
30
周
年
を
迎
え
る
図
書

館
に
多
く
の
利
用
者
が
来
館

喜
界
町
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

は
５
月
18
日
、
平
成
26
年
度
総
会

を
開
催
し
た
。
今
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

遠
藤
浩
文
・
飛
鳥
夫
妻
の
演
奏
と
歌
声
に

合
わ
せ
、
手
話
サ
ー
ク
ル
ミ
ミ
の
会
員
が

手
話
を
披
露
し
た
。
会
で
は
昨
年
度
の
事

業
経
過
や
決
算
報
告
、
今
年
度
の
会
計
予

算
案
や
規
約
改
正
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

宜
名
真
孝
子
会
長
は
「
昨
年
は
大
島
地

区
駅
伝
が
本
町
で
開
催
さ
れ
、私
達
の『
お

も
て
な
し
』
が
好
評
だ
っ
た
。
今
年
の
活

動
も
楽
し
く
、
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

オープニングを務めた遠藤夫妻と
手話サークルミミ

元
気
い
っ
ぱ
い
！
花
い
っ
ぱ
い
！

大
き
く
育
て
わ
た
し
た
ち
の
ひ
ま
わ
り

活
動
を
楽
し
み
な
が
ら
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

大きく育ってねといいながら
種を植える児童

奄
美
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
か
ら
平
成
26
年
度

『
人
権
の
花
』
運
動
の
指
定
校
に
選
定
さ

れ
た
喜
界
小
学
校
で
５
月
19
日
、
開
校
式

が
行
わ
れ
た
。
群
島
内
で
は
奄
美
小
学
校

と
同
校
の
2
校
が
選
ば
れ
、
ひ
ま
わ
り
の

種
約
３
千
粒
と
プ
ラ
ン
タ
ー
60
個
、
培
養

土
30
体
・
堆
肥
15
体
が
贈
ら
れ
た
。

　

式
で
佐
藤
伸
一
郎
校
長
は
「
こ
の
活
動

を
通
し
て
、
自
分
の
こ
と
を
大
切
に
す
る

ぐ
ら
い
友
達
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
学
ん

で
、
こ
の
一
年
間
は
人
へ
の
思
い
や
り
に

つ
い
て
た
く
さ
ん
考
え
て
ほ
し
い
」
と
期

待
を
込
め
た
。

　

代
表
で
藤
愛
音
さ
ん
（
小
６
）
は
「
み

ん
な
で
決
め
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
『
元

気
い
っ
ぱ
い
、
花
い
っ
ぱ
い
』
の
も
と
、

み
ん
な
で
水
や
り
や
草
取
り
な
ど
を
が
ん

ば
り
ま
す
」と
元
気
よ
く
決
意
を
述
べ
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
校
内
に
た
く

さ
ん
の
ひ
ま
わ
り
を
咲
か
せ
、
人
に
対
す

る
思
い
や
り
な
ど
を
学
ん
で
い
く
。　
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ブ
が
参
加
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
草
刈
り
や
、
海

岸
、
県
道
沿
い
、
花
園
の
清
掃
を
行
う
。

●
ウ
ヤ
ン
コ
ー
（
高
祖
祭
）

　

豊
年
祭
後
の
最
初
の
壬
戌
（
み
ず
の
え
い
ぬ
）
の

日
に
午
後
2
時
に
共
同
墓
地
前
に
集
合
す
る
。
そ

の
後
『
ホ
ラ
貝
』
の
合
図
で一斉
に
そ
れ
ぞ
れ
の
墓

に
向
か
う
。
現
在
で
も
『
ホ
ラ
貝
』
が
鳴
る
ま
で

は
誰
も
墓
に
行
か
な
い
こ
と
を
忠
実
に
守
って
い
る
。

午
後
３
時
に
終
わ
り
を
告
げ
る『
ホ
ラ
貝
』が
鳴
り
、

そ
れ
ま
で
は
誰
も
帰
ら
な
い
。

集
落
性

　

基
本
的
に
お
と
な
し
い
集
落
性
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
、
ふ
る
さ
と
美
化

作
業
に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
奉
仕
精
神
旺
盛

な
集
落
民
が
多
い
。

集
落
に
伝
わ
る
歌

●
池
治
村
の
歌

　
　
　（
作
詞 

字
民
合
作
・
作
曲 

久
保
け
ん
お
）

　

池
治
の
自
然
や
集
落
性
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
集

落
に
伝
わ
る
歌
。
必
ず
元
日
の
年
賀
式
に
集
落
民

全
員
で
歌
う
。

一番江戸
の
中
頃
仙
孝
翁す

う
が　

拓
き
始
め
し
池
治
村

そ
の
あ
と
を
慕
いて
集
い
よ
る　
わ
れ
ら
同は
い
か
ら胞こ

こ
に
あ
り

共
に
受
け
継
が
ん
よ
き
伝つ
た
え統

二
番

里
を
取
り
巻
く
田
園
風
情　

自
治
の
華
咲
く
池
治
村

池
治
長
浜
海
の
幸　

池
治
名
物
八
月
踊
り

共
に
護
ら
ん
文
化
遺
産

三
番

糖
業
と
海
水
浴
場
誘
致
し
た　

開
拓
精
神
忘
れ
ず
に

質
実
剛
健
そ
の
ま
ま
に　

村
を
大
事
に
融
和
し
て

共
に
築
か
ん
理
想
郷

四
番

概
要

　

人
口
は
91
人
、
世
帯
数
は
57
世
帯
（
４
月
末

現
在
）。
町
道
池
治
・
滝
川
線
、
池
治
・
湾
頭

原
線
に
囲
ま
れ
る
様
に
位
置
し
、
島
の
基
幹
産

業
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
扱
う
『
生
和
糖
業
』

が
あ
る
。
ま
た
、
大
島
本
島
に
沈
む
美
し
い
夕

日
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
集
落
。

 
集
落
行
事

●
年
賀
式

　

元
日
の
午
前
10
時
か
ら
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
集
落
公
民
館
に
集
ま
り
、『
国
歌
』、『
１

月
1
日
の
歌
』、『
池
治
村
の
歌
』
を
歌
い
、
お

互
い
に
年
始
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
。

●
敬
老
会

　

73
歳
の
新
敬
老
者
を
迎
え
て
１
月
3
日
に
行

わ
れ
る
。
婦
人
会
の
手
料
理
で
も
て
な
し
、
こ

ど
も
会
、婦
人
会
、青
壮
年
団
、悠
々
ク
ラ
ブ
（
老

人
ク
ラ
ブ
）
が
歌
や
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
披

露
し
て
集
落
み
ん
な
で
祝
う
。

●
六
月
灯

　

旧
暦
６
月
13
日
に
は
『
住
吉
神
社
（
中
間
）』

で
行
い
、
同
月
15
日
は
、
集
落
内
に
あ
る
『
保

食
神
社
』
で
行
う
。

●
豊
年
祭

　

旧
暦
9
月
15
日
の
午
後
か
ら
、
池
治
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
八
月
踊
り
を
行
い
、
池
治
独
特
の

踊
り
と
い
わ
れ
て
い
る
『
忠
臣
蔵
』
を
踊
り
、
そ

の
後
に
、
老
若
男
女
が
参
加
し
て
集
落
運
動
会

を
開
催
。
集
落
民
が
心
待
ち
に
し
て
い
る
行
事
。

●
ふ
る
さ
と
美
化
作
業

　

現
在
も
、毎
月
第
３
日
曜
日
の
朝
8
時
か
ら
、

子
ど
も
会
、
婦
人
会
、
青
壮
年
団
、
悠
々
ク
ラ

池
の
如
く
に
治
ま
れ
と　

そ
の
名
も
ゆ
か
し
池
治
村

平
和
で
住
み
よい
村
づ
く
り　

豊
か
で
明
るい
村
興
し

共
に
励
ま
ん
手
を
と
り
て

観
光
名
所
な
ど

●
池
治
海
水
浴
場

　

県
道
沿
い
に
位
置
し
、『
池
治
長
浜
に
打
ち
寄

せ
ら
れ
る
波
は
、
池
治
女
童
の
笑
い
歯
ぐ
き
』
と

八
月
踊
り
に
歌
わ
れ
る
長
浜
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら

眺
め
る
大
島
本
島
に
沈
む
真っ
赤
な
夕
陽
は
絶
景
。

●
池
治
グ
ラ
ウ
ン
ド　

　

集
落
公
民
館
横
に
あ
り
、
４
４
，７
４
３
㎡
（
敷

地
内
保
安
林
含
む
）の
広
さ
を
芝
の
誇
る
グ
ラ
ウ
ン

ド
。
そ
こ
で
は
、
集
落
の
運
動
会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ルフ
な
ど
が
行
わ
れ
、
集
落
民
憩
い
の
場
と
なって
い

る
。

区長が語る !! わーちゃん集
シ マ

落

池治集落区長。区長歴２年目。
昭和 16 年生まれ。約 40 年間
町役場に勤務し，青壮年団，
老人クラブで活動した後，区
長になり，「平和で住みよい集
落づくり」を目指している。

榊
　
忠
洋
区
長

（72）

高台から池治集落を臨む

Profile

池治海水浴場

池治グラウンド

第
13
回
　
池
治
集
落
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－店舗紹介－

喰い処　十
じ ゅ う べ い

兵衞
Tel　０９９７－６５－３５２０

住所　喜界町湾４４５－７

営業時間　昼 11:30 ～ 14:00

　　　　　　　　　夜 17:30 ～ 23:00
　　　　　　　　　　　　（22:00 ラストオーダー）

定休日　毎週火曜日

読者プレゼント
　十兵衞さんのご厚意より「島
御膳お食事券（昼・夜共通一食
分）」を抽選で５名様にプレゼントします。
ハガキ等に住所・氏名・年齢・電話番号・
店舗名をご記入の上，応募してください。
　締切は，7 月４日（金）（当日消印有効）
発表は発送をもってかえさせていただき
ます。
　　　〒 891-6292
　　　鹿児島県大島郡喜界町湾 1746 番地
　　　企画課広報担当まで

募集します！！
「この美味しい料理を紹介してほしい」な
どありましたら自薦・他薦は問いません
ので，企画課広報担当まで情報をお寄せ
ください。　　　　　　　☎65 ｰ 3683

シマグルメ

な
び

島
し ま

御
ご

膳
ぜ ん

　

今
月
か
ら
不
定
期
で
連
載
が
始
ま
っ
た

『
シ
マ
グ
ル
メ
・
な
び
』

　

今
回
は
、
昨
年
県
か
ら
『
か
ご
し
ま
地

産
地
消
推
進
店
』
喜
界
島
第
一
号
店
に
認

定
さ
れ
た
『
喰
い
処
十
兵
衞
』
を
紹
介
し

ま
す
。

　
『
十
兵
衞
』
さ
ん
お
勧
め
の
料
理
は
『
島

御
膳
』。『
島
の
ご
ち
そ
う
』
を
意
味
し
て

名
づ
け
ら
れ
、
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
、
と
こ
と
ん
島
の
味
に
こ
だ

わ
っ
た
料
理
だ
そ
う
で
す
。

　

当
初
は
、
5
年
前
の
皆
既
日
食
限
定
で

創
作
し
た
料
理
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
島

の
味
が
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
が
口
コ
ミ

で
広
が
り
、
徐
々
に
人
気
が
出
始
め
、
今

や
店
の
看
板
料
理
と
も
い
え
る
存
在
に
。

　

料
理
の
内
容
は
、
自
家
製
の
サ
ク
ナ
ー

（
ボ
タ
ン
ボ
ウ
フ
ウ
）
と
サ
ツ
マ
イ
モ
な

ど
を
使
っ
た
『
島
野
菜
の
天
ぷ
ら
』
や
、

女
性
に
人
気
の
自
家
製
『
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
豆

腐
』。
島
の
焼
酎
と
黒
糖
で
約
2
時
間
煮

込
み
最
も
手
間
を
か
け
た
『
と
ん

こ
つ
』。
島
で
水
揚
げ
さ
れ
た
旬

の
魚
を
使
っ
た
『
お
さ
し
み
』。

ま
た
、『
デ
ザ
ー
ト
』
は
、
時
期

に
よ
っ
て
変
化
す
る
そ
う
で
す

が
、
自
家
製
『
ふ
く
り
か
ん
』
や

昔
懐
か
し
い
『
み
ん
だ
ん
（
は
っ

た
い
粉
に
黒
砂
糖
を
加
え
練
り
合

わ
せ
た
も
の
）』
な
ど
、
島
を
存

分
に
楽
し
め
る
料
理
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

昼
メ
ニ
ュ
ー
は
、
10
品
の
料
理

（
１
，
２
０
０
円
（
税
込
））
で
、

夜
は
『
さ
し
み
』
と
『
茶
碗
む
し
』
を
追

加
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
１
，
７
０
０
円
（
税

込
）
で
す
。

　

店
長
と
し
て
腕
を
振
る
う
筑
紫
康
之
店

長
は
『
こ
の
料
理
は
、
出
身
者
が
帰
省
し

た
際
に
、
そ
の
親
戚
・
家
族
連
れ
で
来
店

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
島
外
で
は
な

か
な
か
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
料
理
で

す
の
で
、
島
を
味
覚
で
楽
し
ん
で
も
ら
え

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
島
内
に
住
ん
で
い
る

方
も
楽
し
め
る
料
理
で
す
の
で
ご
来
店
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
』
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
5
人
以
上
の
利
用
で
飲
み
放
題

の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
料
理
は
お
ま
か
せ

で
約
6
品
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
ビ
ー
ル
、

焼
酎
、
酎
ハ
イ
、
カ
ク
テ
ル
、
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
な
ど
で
す
。
時
間
は
2
時
間
半
で
、

値
段
は
１
人
３
，
３
０
０
円
か
ら
だ
そ
う

で
す
。
詳
し
く
は
十
兵
衞
ま
で
。

「田舎でしか食べられない料理を楽しんでいた
だければ」と語る筑紫康之店主（右）

vol.1
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お
口
に
限
ら
ず
、
健
康
を
保
つ

に
は
よ
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
ど

も
の
う
ち
か
ら
お
口
の
健
康
を

大
切
に
す
る
習
慣
を
付
け
た
い

で
す
ね
！

　

今
の
季
節
は
、
気
温
や
湿
度

の
上
昇
に
よ
り
、
食
中
毒
の
原

因
と
な
る
菌
が
増
殖
し
や
す
い

環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

肉
や
卵
は
栄
養
価
も
高
く
、

日
々
の
食
生
活
に
は
欠
か
せ

な
い
食
品
で
す
が
、
こ
れ
ら
を

「
生
」
で
食
べ
る
と
食
中
毒
を

起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

肉
や
卵
は
購
入
後
は
速
や
か
に

冷
蔵
庫
で
保
管
し
、
食
べ
る
時

は
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し

ま
し
ょ
う
。
特
に
乳
幼
児
や
子

ど
も
、
高
齢
者
、
抵
抗
力
の
弱

い
人
な
ど
は
、肉
や
卵
を
「
生
」

で
食
べ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
食

べ
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

食
中
毒
予
防
の
３
原
則

　
　

１
、
菌
を
つ
け
な
い

　
　

２
、
菌
を
増
や
さ
な
い

　
　

３
、
菌
を
や
っ
つ
け
る

　

を
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
ま

し
ょ
う
。

 

シマグルメ

な
びす

こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

～
お
口
の
健
康
な
ぜ
大
事
？
～

①
口
は
命
を
保
つ
た
め
の
入
り
口

　

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ

と
。
お
い
し
く
栄
養
を
と
る
た

め
に
歯
と
口
の
健
康
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

②
口
は
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
器
官

　

歯
や
口
の
周
り
の
筋
肉
は
発

音
や
表
情
に
大
き
く
関
係
し
て

い
ま
す
。

③
歯
と
口
は
全
身
の
病
気
と
深

い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病

　

歯
周
病
と
糖
尿
病
は
互
い

に
悪
化
さ
せ
ま
す
。

認
知
症

　

歯
が
少
な
い
人
ほ
ど
脳
が

萎
縮
し
て
い
る
と
い
う
報
告

も
あ
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
・
心
疾
患

　

歯
周
病
菌
が
悪
さ
を
し
ま

す
。

肺
炎

　

飲
み
込
む
力
が
悪
く
な
る

と
口
の
中
の
細
菌
等
が
気
管

や
肺
に
入
り
込
み
、
肺
炎
に

な
り
ま
す
。

　

リ
ウ
マ
チ
の
症
状
は
天
候
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
雨
の
日

や
寒
い
日
に
は
、
痛
み
が
強
く
な

り
ま
す
。
30
～
50
歳
代
の
女
性
に

多
く
、
女
性
の
患
者
数
は
男
性
の

4
倍
だ
そ
う
で
す
。

　　

手
や
足
の
指
、
手
首
な
ど
の

関
節
の
痛
み
と
腫
れ
が
数
週
間
か

ら
数
ヶ
月
の
間
に
徐
々
に
起
こ
り
、

最
初
は
、
1
つ
か
少
数
の
関
節
か

ら
始
ま
り
、
長
い
間
に
は
左
右
の

同
じ
部
位
の
関
節
に
起
こ
っ
て
き

ま
す
。
進
行
す
る
と
、
関
節
の
骨

や
軟
骨
が
破
壊
さ
れ
て
関
節
の
変

形
が
起
こ
り
、
関
節
を
動
か
せ
る

範
囲
が
狭
く
な
り
ま
す
。
全
身
症

状
と
し
て
、
だ
る
さ
、
微
熱
、
食

欲
低
下
な
ど
が
長
引
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

★
す
こ
や
か
ポ
イ
ン
ト
★

　

喫
煙
は
歯
周
病
を
悪
化
さ

せ
、
歯
を
失
う
リ
ス
ク
を
高
め

ま
す
。
今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り

ま
せ
ん
。
レッツ
ト
ラ
イ
禁
煙
！

★
お
口
の
機
能
チ
ェ
ッ
ク
★

①
固
い
も
の
が
食
べ
に
く
い

②
お
茶
や
汁
物
で
む
せ
る

③
口
が
乾
き
や
す
い

④
薬
が
飲
み
に
く
い

⑤
話
す
と
き
に
舌
が
ひ
っ
か
か
る

⑥
口
臭
が
気
に
な
る

⑦
食
事
時
間
が
長
く
な
っ
た

⑧
薄
味
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
た

⑨
食
べ
こ
ぼ
し
が
あ
る

⑩
食
後
に
口
中
に
食
べ
物
が
残

り
や
す
い

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
一
度
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生

士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
　

お
口
の
健
康
を
保
つ
に
は

「
食
べ
る
機
能
の
低
下
」

「
口
の
中
の
汚
れ
」

を
防
ぐ
こ
と
が
と
て
も
重
要

で
す
！
定
期
的
に
歯
科
医
院
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

　

最
近
は
、
早
期
に
診
断
を
受

け
、
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
で
、

関
節
の
破
壊
を
防
ぐ
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
思
い
当

た
る
症
状
が
あ
る
方
は
、
早
め

に
受
診
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

あ
な
た
の
お
口
健
康
で
す
か
？

食
中
毒
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

６
月
は

「リ
ウ
マ
チ
月
間
」
で
す

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
チ
ェ
ッ
ク

□
朝
、
手
が
こ
わ
ば
る
。

□
左
右
対
称
に
関
節
が
は
れ
て
い

る
。

□
は
れ
て
痛
い
関
節
が
３
つ
以
上

あ
る
。　

集
団
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

【
日
時
】
平
成
26
年
7
月
24

日
（
木
）
午
後
2
時
45
分
～

4
時

【
場
所
】
旧
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

【
種
類
】
Ｍ
Ｒ
Ⅰ
期
・
Ⅱ
期
、

二
種
混
合
、
四
種
混
合
・
三

種
混
合
・
ポ
リ
オ
の
追
加
接

種
、日
本
脳
炎
の
追
加
接
種
・

Ⅱ
期

【
要
予
約
】　

℡　

６
５
―
３
５
２
２

小
中
高
校
性
の
み
な
さ
ん

は
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
予

防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

第 17 回喜界町生涯学習推進大会
〈第３分科会〉生き生き健やか健康部会

【実践事項】
健診を受けることで自らの健康状態

を認識し， バランスのとれた食生活

を基本として， 自分にあった運動や

健康法を継続します。
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５
月
24
日
（
土
）
に
平
成
26
年
度
「
喜

界
町
家
庭
学
習
サ
ポ
ー
ト
教
室
『
や
る
気

塾
』」
の
前
期
（
５
～
10
月
）
の
開
校
式
が

喜
界
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
や
る
気
塾
」
は
、
休
日
の
望
ま
し
い
学

習
習
慣
の
形
成
、
異
学
年
に
よ
る
教
え
合

い
、
指
導
者
に
よ
る
学
習
の
仕
方
の
指
導
に

よ
り
、
本
町
児
童
生
徒
の
家
庭
学
習
の
習

慣
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
小
学
３

年
～
６
年
、
中
学
生
を
対
象
に
、
土
曜
日
に

16
回
設
定
し
、
14
時
30
分
～
16
時
30
分
ま

で
学
習
を
し
ま
す
。
指
導
者
は
町
内
の
小
・

中
・
高
等
学
校
の
先
生
方
、
高
校
生
、
町
教

育
委
員
会
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
って
い

ま
す
。
前
期
の
や
る
気
塾
に
は
、
５
月
24
日

現
在
で
小
学
３
年
生
10
名
、
４
年
生
15
名
、

５
年
生
６
名
、
６
年
生
６
名
、
中
学
生
４
名

の
計
41
名
が
参
加
申
込
を
し
て
い
ま
す
。

　

開
校
式
で
は
、
各
小
中
学
校
の
校
長
先

生
方
が
塾
生
に
対
し
て
「
勉
強
の
大
切
さ
」、

「
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
な
ど
励
ま
し

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
し

た
子
ど
も一人一人
が
自
己
紹
介
の
中
で
自
分

の
夢
を
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

　

開
校
式
の
後
、
塾
生
た
ち
は
、
積
山
教

育
長
の
ギ
タ
ー
に
合
わ
せ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
李
先

生
と
ア
ル
ファベッ
ト
を
使
っ
た
英
語
の
歌
や
英

平
成
26
年
度
「
喜
界
町
家
庭
学
習
サ
ポ
ー

ト
教
室
『
や
る
気
塾
』
前
期
開
校
式

単
語
の
発
話
練
習
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

（
英
語
学
習
に
は
今
後
も
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
計
画
で
す
。）
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

が
準
備
し
て
き
た
宿
題
や
問
題
集
な
ど
、
自

主
学
習
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
塾
生
た

ち
は
、分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
な
ど
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
教
師
に
尋
ね
な
が
ら
意
欲
的
に
学
習
を
進

め
て
い
ま
し
た
。
早
町
小
学
校
の
春
日
未
優

今
か
ら
で

も
参
加
で

き
ま
す
。

参
加
し
た

い
方
は
、

学
校
ま
た

は
、
教
育

委
員
会

ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ

い
。

指
定
の
42
点
に
追
加
し
て
指
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。）

社
会
教
育
関
係
団
体
新
役
員
に
つい
て

　

４
月
下
旬
か
ら
社
会
教
育
関
係
各
団
体

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
26
年
度
の
事
業

計
画
及
び
予
算
が
承
認
さ
れ
、
総
会
の
議
決

に
基
づ
き
各
関
係
団
体
の
事
業
活
動
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

今
年
度
各
関
係
団
体
の
役
員
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

【
町
体
育
協
会
】

　
・
会　

長　
　

川　

島　

健　

勇

　
・
副
会
長　
　

積　

山　

泰　

夫

　
・　
〃　
　
　

 

中　

島　

智　
一

　
・
理
事
長　
　

積　

山　

忠　

久

　
・
副
理
事
長　

柳　
　
　

常　

雄

　
・　
〃　
　

  　

三　

山　

八
十
三

　
・　
〃　
　
　

  

巌　
　
　

忠　

春

【
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
】

　
・
会　

長　
　

橋　

本　
　
　

博

　
・
副
会
長　
　

西　
　
　

徹　

彰

【
町
文
化
協
会
】

　
・
会　

長　
　

外　

内　

千　

里

　
・
副
会
長　
　

光　

岡　
　
　

力

　

以
上
、
新
役
員
を
中
心
に
各
団
体
の
さ
ら

な
る
組
織
の
強
化
と
充
実
し
た
活
動
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す

本
町
の
城
久
集
落
と
滝
川
集
落
の
周
辺
に
あ

る
八
遺
跡
の
総
称
、「
城
久
遺
跡
群
」。　

　

主
に
九
世
紀
～
十
三
世
紀
に
か
け
て
奄

美
・
沖
縄
の
南
西
諸
島
域
ば
か
り
か
中
国
や

朝
鮮
半
島
を
含
む
環
東
シ
ナ
海
地
域
の
交

流
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
多
く
の
考
古
学
・
歴
史

学
な
ど
の
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
遺

跡
で
す
。

　

白
磁
や
青
磁
と
呼
ば
れ
る
中
国
や
韓
国

産
の
焼
き
物
や
徳
之
島
伊
仙
町
産
の
カ
ム
イ

ヤ
キ
と
呼
ば
れ
る
焼
き
物
の
ほ
か
、
ガ
ラ
ス

玉
や
石
鍋
な
ど
多
く
が
島
外
か
ら
も
た
ら
さ

れ
て
お
り
、
平
安
時
代
末
頃
か
ら
鎌
倉
時

代
に
お
け
る
広
域
交
流
の
様
子
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

さ
ん
（
小
６
）
は
、「
や
る
気
塾
で
は
、
家
よ

り
集
中
し
て
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ばって
い
き
た
い
。」
と

感
想
を
述
べて
い
ま
し
た
。

　

や
る
気
塾
は
、「
や
る
気
」
さ
え
あ
れ
ば
、

『
城
久
遺
跡
群
の
貴
重
な
出
土
品
が
鹿
児
島

県
有
形
文
化
財
（
考
古
資
料
）
に
指
定
』

社
会
教
育
関
係
団
体
新
役
員
に
つ
い
て

●

巻頭カラー１

城久遺跡群から出土した白磁・青磁等

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

やる気塾は，みんなの“やる気”を待ってます！ 
 

 

○上級生や同級生，下級生との教え合い。 
○いろんな先生によるスペシャル授業！ 
○先生方による学力アップの秘密の伝授！ 
○あなたの夢さがしの手伝いをします！ 

みんなの夢に近づくために，いろんなチャレンジが待っています。 
前期開校式は５月２４日（土）１４：３０～ ※土曜日１４：３０～１６：３０

月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日

月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日 月 日

月 日（前期閉講式） ※ 月 日は，お休みです。

き じゅく

宿題の仕

方 わ か ん

な い な

あ・・・ 

一人じゃ集

中できない

なあ・・・ 

あの時，聞

いとけばよ

かった・・・ 

あとちょっと

で 思 い出

すんだけど

なあ・・・ 

む
ず
か
し
い
な

ぁ 

　
こ
れ
ら
の
指
定
品
は
喜
界
町
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
（
旧
滝
川
小
学
校
跡
）
℡
５
５
―

３
３
０
８
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一度
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

（
今
回
の
１
４
０
点
は
平
成
24
年
４
月
20
日

12



◆お手伝いしていただく主な仕事内容◆
　○交通整理
　　湾赤連商店街・スギラビーチ会場内の簡単な交通整理です。
　　弁当・飲み物等は，協賛会で準備いたします。

　　応募資格　16 歳以上の方
　　　　　　　（ただし，高校生は保護者の承諾が必要です）
　　応募方法　役場企画課でお申し込みください。
　　応募締切　平成 26 年７月18日（金）

◆連絡先◆
　喜界町夏まつり協賛会事務局（役場企画課内）
　〒891-6292　鹿児島県大島郡喜界町湾 1746 番地
　　　　　　　TEL：0997-65-3683
　　　　　　　FAX：0997-65-4316
　　　　　　　E-meil：kikaku-2@town.kikai.lg.jp

　喜界町夏まつり協賛会では，喜界島の夏の風物詩「喜

界町夏まつり」のボランティアスタッフを募集します。

　協賛会メンバーと共に祭りをつくりあげるひと夏の感

動を体験してみませんか？

第 33 回 喜界町夏祭り

８月２日（土）
　相撲大会（町相撲場）
　歩行者天国（湾・赤連商店街）
　ミコシ・綱引き
　踊りパレード

８月３日（日）
　フネィンカー競漕
　漁船海上パレード
　八月踊り

13　Kikai Public Relations 2014.6



験
研
修
係

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１

　
　
　
　
　
　

内
線
２
０
７
２

大
島
税
務
署

☎
０
９
９
７
（
５
２
）
４
３
２
１

　
　
　
　
　

※
自
動
音
声
案
内

　

自
動
車
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
、

今
年
度
の
自
動
車
税
は
、
も

う
納
め
て
い
た
だ
い
た
で
し
ょ
う

か
？

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
現
在
で
、
自
動
車
検
査
証
に

記
載
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所

有
者
ま
た
は
使
用
者
に
納
め
て

い
た
だ
く
税
金
で
す
。

　

納
付
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
延

滞
金
が
発
生
し
ま
す
。
で
き
る

だ
け
早
く
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
納
税
通
知
書
が
お
手
元

に
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
下
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税

課☎
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

大
島
支
庁
県
税
課
管
理
納
税
係

☎
０
９
９
７
（
５
７
）
７
２
２
５

大
島
支
庁
県
税
課
課
税
係

☎
０
９
９
７
（
５
７
）
７
２
２
９

　

平
成
26
年
度
（
Ｈ
27
春
植
菌
）

に
１
万
個
以
上
の
し
い
た
け
の
植

菌
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
で
椎

茸
農
協
、
森
林
組
合
、
生
産
者

3
名
以
上
で
構
成
す
る
任
意
団

体
等
に
つ
い
て
は
補
助
金
が
出
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

県
ま
た
は
支
庁
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
庁
森
林
経
営
課
特
用
林
産
係

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
３
６
４

大
島
支
庁
林
務
水
産
課

☎
０
９
９
７
（
５
７
）
７
２
８
５

　

平
成
27
年
3
月
高
等
学
校

等
卒
業
予
定
者
の
求
人
の
受
付

が
6
月
20
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。

　

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
に

は
、
早
め
の
求
人
の
提
出
が
必

要
で
す
。
例
年
、
地
元
で
の
就

職
を
希
望
し
て
い
て
も
、
地
元
の

求
人
が
な
く
県
外
へ
の
就
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
生
徒
も
い
ま

す
。
い
ま
こ
そ
地
元
を
支
え
る

３　

申
込
方
法
及
び
申
込
受
付

期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
（http://

w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

）
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
申
込
受
付
期
間
は
、
平

成
26
年
６
月
23
日
（
月
）
か
ら

７
月
２
日
（
水
）
ま
で
（
受
信

有
効
）

②
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込

　

申
込
用
紙
は
、
人
事
院
九
州

事
務
局
、
熊
本
国
税
局
及
び
最

寄
り
の
税
務
署
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

　

申
込
受
付
期
間
は
、
平
成
26

年
６
月
23
日
（
月
）
か
ら
６
月

26
（
木
）
ま
で
（
26
日
（
木
）

ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
。）

※
申
込
方
法
に
よ
り
、
受
付
期

間
が
異
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

４　

第
一次
試
験

平
成
26
年
９
月
７
日
（
日
）

５　

受
験
申
込
先

　

全
国
の
各
人
事
院
事
務
局

　

希
望
す
る
第
一次
試
験
地
に
よ

り
申
込
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３
）

②
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試

若
い
人
材
が
、
ふ
る
さ
と
で
活
躍

で
き
る
よ
う
求
人
を
ご
提
出
い

た
だ
き
、
一人
で
も
多
く
の
若
者

に
活
躍
の
場
を
与
え
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
学
卒
求
人
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
せ
先
】
ハロ
ー
ワ
ー
ク
名
瀬

☎
０
９
９
７
（
５
２
）
４
６
１
１

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊

本
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員
採

用
試
験
の
受
験
者
を
募
集
し
ま

す
。

　

税
務
職
員
採
用
試
験
に
合
格

し
採
用
さ
れ
ま
す
と
、
全
員
が

税
務
大
学
校
に
入
校
し
、
１
年

間
、
税
務
職
員
と
し
て
必
要
な

専
門
知
識
を
修
得
す
る
た
め
の

研
修
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
税
務
署
に
配

属
さ
れ
、
国
税
の
仕
事
に
従
事

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

募
集
要
項
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

１　

受
験
資
格

　

高
校
卒
業
見
込
み
の
方
及
び

高
校
卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
方

２　

試
験
の
程
度

　

高
校
卒
業
程
度

　

土
地
や
家
屋
を
購
入
し
た

り
、
家
屋
を
新
築
す
る
な
ど
し

て
不
動
産
を
取
得
さ
れ
た
方
に

は
、
不
動
産
取
得
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

取
得
し
た
不
動
産
が一定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
、
県
へ
申
告

し
、
税
額
の
減
額
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

一定
の
要
件
と
は
、

・
住
宅
の
規
模

・
土
地
と
住
宅
の
取
得
時
期

・
災
害
な
ど
で
減
失
ま
た
は
損
壊

し
た
場
合
な
ど
で
す
。

大
島
支
庁
県
税
課

☎
０
９
９
７
（
５
２
）
７
２
２
９

原
木
し
い
た
け
を
生
産
さ
れ
て
い

る
方
へ

事
業
主
の
皆
様
へ

　
６
月
20
日
か
ら
学
卒
求
人

　
の
受
付
が
開
始
さ
れ
ま
す

税
務
職
員
採
用
試
験
受
験
者

募
集

自
動
車
税
の
納
付
忘
れ
て
い

ま
せ
ん
か

不
動
産
取
得
税
の
課
税
の
仕

組
み

暮らしの情報 インフォメーション
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　平成 26 年 7 月 19 日（土）搭乗分から，奄美群島振興交付金を活用した「奄美

群島航空運賃軽減事業」が実施されます。

　この割引運賃を利用するためには，「離島割引カード」が必要です。もう一度，「離

島割引カード」が準備されているかご確認ください。

　「離島割引カード」は，役場住民課の窓口で発行していますので，まだお持ちで

ない方は早めのお手続きをお願いします。

１. 今回割引になる運賃は下表のとおりです。（ここに掲げたのは奄美大島の例）

対象路線 普通運賃
離島割引運賃

7/4 ～ 7/18 7/19 ～ 10/25

鹿児島－喜界島 27,300 18,750 12,500

奄美大島－喜界島 10,700 7,000 4,900

【お問い合わせ先】
　喜界町役場　企画課　　☎６５－３６８３

★上記の運賃は，10/25 までの夏期ダイヤに関するものです。

　10/26 以降の運賃については，改めて発表される予定です。

２.「離島割引カード」は，県内離島市町村に住民登録している方が対象になります。

３.「離島割引カード」の発行に必要なもの

　　〇顔写真（縦 3㎝，横 2.5㎝）

４. 今回の割引運賃は，通常の小児運賃よりも安くなることがありますが，小児（12

歳未満）も離島割引運賃を利用するためには「離島割引カード」が必要です。

子どもも「離島割引カード」が必要です！

奄美群島航空 ・ 航路運賃軽減協議会からのお知らせ

～奄美群島航空運賃軽減事業が始まります～
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　今までは，固定電話で『１１９番』をダイヤル
すると直接喜界消防分署に繋がっていましたが，
今年度中（１０月頃予定）に携帯電話同様，大島
地区消防本部に直接繋がるようになります。詳細
は，日程等が決定後に広報誌や防災無線等でお知
らせします。また，救急，火災の通報は『１１９
番』でお知らせ下さい。

消防署からのお知らせ
［今年度中に１１９番が本部直通へ］

◀表紙でも紹介した空港周辺に咲くテンニンギク。別名
特攻花。テンニンギクはキク科テンニンギク属で， 原産地
は北アメリカ～中南米。草丈は５０～９０センチ多年草で，
1 年で花をつけるため一年草として扱われることも多い。
高さは６０ｃｍから１ｍ前後で，この時期に直径６～８ｃｍ程
度の花を咲かせる。強い耐寒性を持ち，夏の暑さにも強
い。花言葉は「協力」「団結」「生きなさい」。

今月の花１ ～ブーゲンビリア～

～イジュの花～

　城久の下に広がる畑の中に咲くイジュの花。▶
　イジュは奄美大島～与那国島に分布する固有種。山
地や林縁に生え，高さ約７ｍにもなる常緑高木。別名ヒメ
ツバキと呼ばれ，花は白色または淡黄色をしており，５～
6月頃に開花する。材は昔から建築用材として重宝され，
穀物を収納する高倉の柱は主としてイジュの材を用いた。
花言葉は「熱愛」「情熱の恋」

阿伝の生さん宅に広がるように咲くブーゲンビリア。▶ブー
ゲンビリアは，オシロイバナ科ブーゲンビリア属に属する熱
帯性の低木。原産地は，中央アメリカ及び南アメリカの
熱帯雨林。実際の花は，中央部にある小さな3 つの白
い部分で，色づいた花びらに見える部分は花を取り巻く
葉。花言葉は，「情熱」「あなたは魅力に満ちている」「あ
なたしか見えない」。

～テンニンギク・特攻花～

平成26年経済センサス－基礎調査－商業統計調査

　　あなたの回答が，日本経済の力になる！

　　　　調査日は７月１日（火）です。

納付をお忘れなく！（６月）
【税】国民健康保険税・町県民税

　　　　　　　　　第１期 6/30まで
【使用料】６月分公営住宅・簡易水道・

下水道使用料・保育料 6/30まで
役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！
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「毎月５日はエコライフデー！」とし，電気・水・
燃料などの省エネ活動やエコドライブに取り組ん
でいます。
地球環境を守るかごしま県民運動推進会議
６月の取り組み
環境にやさしい暮らしを考える

（環境学習）
①�「環境月間」中に環境を考えます
②環境に関する学習会やイベント，
　地域の行事などに参加します
③��自然観察会に参加します

☆７月７日（七夕）は「クールアースデー」☆
　家庭の電気を消し，天の川を見ながら地球環境
の大切さを家族で考えてみましょう！
～家庭でできるエコチャレンジ！！～
　私たちの生活を見直し，二酸化炭素などの排出
温室効果ガスを減らすため，ひとつでもできるこ
とから始めてみませんか。
１　電気，水，燃料の削減にチャレンジ！
・冷房は２８℃，暖房は２０℃を目安に設定します。
・コンセントからプラグをこまめに抜きます。
・蛇口はこまめに閉めます。
・買い物は近くであれば，自転車や徒歩を心がけます。
・洗濯はまとめてします。
２　ごみの減量化やリサイクルにチャレンジ！
・買い物はマイバッグを持参します。
・簡易包装や詰め替えのできる商品を選びます。
・エコマーク商品やグリーンマーク商品を購入使
　用します。
☆６月２１日～７月７日は
　「ＣＯ２削減／ライトダウンキャンペーン」☆
　環境省では，地球温暖化防止のため，６月２１
日（土）［夏至］～７月７日（月）［七夕］の期間
中，ライトアップ施設や家庭での消灯を呼びかけ
る「ＣＯ２削減／ライトダウンキャンペーン」を
実施しています。
～家庭でできる身近なエコにみんなでチャレンジ
しましょう！～

「ＣＯ２削減／ライトダウンキャンペーン」のホー
ムページはこちら
http://funtoshare.env.go.jp/coolearthday/
役場住民課：0997-65-3687（直通）

  この検査は，浄化槽の適正な維持管理による環
境保全を目的に実施するもので，知事が指定した
検査機関である（公財）鹿児島県環境検査センター
の検査員が事前にハガキで通知した検査日にお伺
いし，現場での検査と浄化槽の放流水を採水し持
ち帰っての水質検査を行います。（地元の保守点
検業者が行う保守点検とは別のものです。）
 　毎年１回実施することとなっているこの検査
は，１１人槽以上及び官公署の浄化槽を検査対象
としていましたが，平成１７年度から１０人槽以
下の家庭槽も検査対象となりました。
   検査対象となった浄化槽 ( 設置年度ごとに対象
としています ) については事前に指定検査機関か
ら日程通知がありますので必ず受検していただき
ますようお願いします。

検査手数料（５～１０人槽）

【問合せ先】（公財）鹿児島県環境検査センター
☎０９９－２９６－９０００
http://www.kagoshimakensa.or.jp
または役場水環境課浄化槽担当
　　　　　　　　　　☎６５－３６９０( 直通 )

  本町では公共下水道や農業集落排水施設ととも
に生活排水処理のための合併処理浄化槽設置整備
事業を実施しています。希望される方は水環境課
までご連絡下さい。            
  また，公共下水道区域，農業集落排水区域の早
期接続についてもご理解ご協力をお願いします。                      
役場水環境課浄化槽担当   ☎６５－３６９０（直
通）

住民課からのお知らせ
［毎月５日はエコライフデー！］

町からのおしらせ
Information from town 

水環境課からのお知らせ
［浄化槽法定検査のお願い］

［浄化槽設置整備事業のお知らせ］

［『クールアースデー』・『ＣＯ２削減／ラ
イトダウンキャンペーン』について］
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＊おおきくなあれ＊＊ 1 歳になりました＊

　あもんへ♡
　一歳おめでとう！これまで大きな病気もせ
ずに，元気に育ってくれてありがとう。毎日，
家族みんながあもんの仕草に癒されています。
保育園でもたくさん刺激を受けて，心身共に
のびのびとたくましく成長してね♡（父母より）

林　亜
あもん

門くん（赤連）
（父　英樹・母　亜香梨）

新田　美
み み

海さん(13歳）（右）・菜
な な

愛さん（９歳）（左）・
萌
め い

愛さん（７歳）（中央）　　　

（志戸桶）

( 父　隆次・母　美和子）

◀川嶺集落の山中に咲くコンロンカ。
　コンロンカは種子島から琉球列島，台湾にかけて咲き，
低地～山林の林縁に生える常緑のつる性植物。花は黄
色をしており，４～５月にかけて開花する。花びらのように
見えるのはガク片で白色をしている。葉が楕円形で大き
いものを変種のヤエヤマコンロンカと区別する場合があ
る。花言葉は「神話」。

今月の花２ ～コンロンカ～

～ソテツの花～

　小野津集落でこれから咲きごろを迎えるソテツの花▶
ソテツは裸子植物ソテツ科の常緑低木で，ソテツ類の中
で日本に自生がある唯一の種。日本の九州南部および南
西諸島に分布し，生育は遅いが成長すれば樹高は8m
以上にもなり，幹は太く，たまにしか枝分かれせず，細い
枝は無い。開花時期は６～ 8月頃。雄，雌があり，写真
のソテツは雄。花言葉は「雄 し々い」。
　珍しい咲き方に読者から投稿がありました。

　今月から本誌の『きかい』の題字を書いていただく
ことになりました。今月は喜界小学校に通う 6 年い組
の 3 人が書いてくれました。『き』は，柳実

み の か

花さん『か』
は，堀之内杏

あ ゆ

優さん，『い』は，原田幸
さ ち ほ

歩さんです。
３人は習字を習っているそうで，とてもきれいに仕上
げてくれました。最上級生である 3 人は小学校生活最
後の年となります。今年一年，楽しい思い出をたくさ
んつくってください。

－今月の題字－

愛嬌満天な我が家のししぃ三人娘。何よりも
歌とダンスが大好きな長女，美海。優しくて
しっかり者の次女，菜愛。お手伝いが大好き
な甘えん坊の三女，萌愛。いつまでもその素
直な笑顔を絶やすことなく，自分らしく元気
いっぱい育ってね。（父母より）
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こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

富
　
田
　
航こ
う

　
河が

（
英
己
・
小
野
津
）

木
　
元
　
大た
い

　
惺せ
い

（
昭
博
・  

湾  

）

吉
　
見
　
優ゆ

　
希き

（
博
幸
・
中
里
）

　   

氏
　
　
名    

　（
保
護
者
・
住
所
）

　
　
　
氏
　
　
名
　
　    （
住
所
）

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

南   

山
　
和   

弘
（
大
阪
市
住
吉
区
）

尾
　
　
　
景
　
子
（
　
湾
　
）

叶
　
　
　
俊
　
仁
（
浦
　
原
）

澤
　
田
　
啓
　
子
（
京
都
府
亀
岡
市

）

中
　
島
　
崇
　
之
（
川
　
嶺
）

髙
　
島
　
由
　
唯
（
川
　
嶺
）

まだわあさんど

行堵  タツさん

（明治 45 年生・102 歳・池治）

　
明
治
生
ま
れ
で
「
毎
日
が
楽
し
い
」
と
語
る
タ
ツ
さ
ん
。
タ
ツ

さ
ん
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
麦
な
ど
を
作
り
な
が
ら
、
息
子
を
女
手

一
つ
で
育
て
あ
げ
ま
し
た
。
ま
た
、「
戦
時
中
は
台
湾
疎
開
を
経

験
し
、
終
戦
を
迎
え
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
も
食
糧
難
な
ど
大

変
な
時
代
だ
っ
た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
い
ま
の
楽
し
み
は
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
き
体
操
や
手
遊
び
な

ど
を
す
る
こ
と
」
や
「
日
課
の
庭
の
草
と
り
」。
長
寿
の
秘
訣
は

好
き
嫌
い
な
く
な
ん
で
も
食
べ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

<

萌
葉
会>

復
帰
六
十
年
長
く
短
し
感
激
の　

提
灯
行
列
ま
な
う
ら
に
あ
り

母
の
日
に
子
よ
り
届
き
し
プ
レ
ゼ
ン
ト　

と
て
も
嬉
し
く
笑
顔
こ
ぼ
れ
る

曇ど
ん
て
ん

天
に
五
十
年
ぶ
り
の
田
植
え
か
な　

た
わ
わ
に
実
れ
と
心
を
こ
め
て

島
唄
を
流
せ
し
巡
る
パ
ト
カ
ー
は　

島
し
ま
ん
ち
ゅ人

守
り
て
癒
し
と
な
り
ぬ

畦あ
ぜ
み
ち道

を
振
り
か
え
み
れ
ば
紫
の　

根
強
く
生
き
る
可
愛
い
す
み
れ

孫
二
人
端
午
の
節
句
何い

ず

こ処
で
も　

強
く
行
き
よ
と
祖じ

じ父
祖ば

ば母
祈
る

病
床
の
夫つ

ま

の
姿
が
変
わ
り
行
く　

延
命
治
療
よ
も
う
取
る
が
良
し

板
巻
き
を
手
伝
わ
さ
れ
し
幼
き
日　

じ
っ
と
見
つ
め
い
し
は
よ
く
働
く
祖
母

惜
春
の
や
わ
ら
陽び

注
ぐ
島
の
原　

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
赤
き
は
な
や
ぎ

<

「
合
同
歌
集
『
回
顧
・
友
』（
発
行
者　

佐
東
喜
三
郎
）
よ
り>

学
び
舎
の
焼
け
落
つ
様さ

ま

に
立
ち
尽
く
す　

師
範
健
児
隊
員
の
頬
に
一
す
じ

識し
き
な
お
か

名
丘
頭
上
か
す
め
る
集
中
弾　

黙
し
て
駆
け
る
落
ち
武
者
の
群
れ

美
代　

イ
シ

平
島　

初
子

井
澤　

紀
美
子

前
田　

喜
代
美

豊
島　

文
子

高
田　

エ
ツ
ミ

弘
岡　

稲
子

ル
ー
ニ
ー　

い
ね
子

豊
島　

瞳

佐
東
喜
三
郎

喜 界 町 の 推 計 人 口
（平成 26 年５月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,475 戸（33）
人 口  ・・・・ 7,450 人 （31）

男   ・・・・ 3,610 人（21）
女   ・・・・ 3,840 人（10）

（　）は前月比

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　
　
氏
　
　
名
　    （
年
齢
・
住
所
）

　  

氏
　
　
名
　     （
住
所
）

■ 

寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り
（
敬
称
略
）

橋
　
口
　
真
須
美

大
　
畑
　
久
　
子

樹
　
本
　
ゆ
か
り

竹
　
下
　
道
　
義

幸
　
　
　
久
　
光

西
　
野
　
千
代
子

黒
　
田
　
靖
　
夫

丸
　
山
　
文
　
子

稲
　
留
　
　
　
勝

藤
　
本
　
安
　
満

（
小
野
津
）

（
小
野
津
）

（
小
野
津
・
名
古
屋
在
住
）

（
志
戸
桶
）

（   

湾   

）

（
上
嘉
鉄
）

（
赤   

連
）

（   

湾   

）

（   

湾   

）

（
荒   

木
）

濵
　
川
　
茂
　
夫

西
　
野
　
清
　
盛

大
　
畑
　
順
　
太

本
　
島
　
　
　
覺

佐
　
　
　
吉
　
子

藤
　
本
　
と
よ
の

黒
　
田
　
博
　
之

稻
　
留
　
タ
　
ミ

丸
　
山
　
邦
　
明

文
　
園
　
　
　
節

久
　
保
　
一
　
丸

（
74
才
・
嘉  

鈍
）

（
59
才
・
上
嘉
鉄
）

（
73
才
・ 

小
野
津
）

（
85
才
・
阿  

伝
）

（
100
才
・  

湾  

）

（
94
才
・
荒  

木
）

（
59
才
・
赤  

連
）

（
101
才
・  

湾  

）

（
79
才
・  

湾  

）

（
85
才
・
早  

町
）

（
57
才
・
荒  

木
）

先
月
5
月
号
４
ｐ
『
喜
界
町
の

予
算
』
の
「
農
村
公
園
修
繕
工

事　

１
億4

円
」
は
「
農
村
公
園

修
繕
工
事　

１
千
万
4

4

円
」で
し
た
。

同
号
11
ｐ
の
『
区
長
が
語
る
わ
ー

ち
ゃ
ん
集
落
』
下
部
の
写
真
の
説

明
で
「
保
食
4

4

神
社
」
と
な
っ
て
い

る
部
分
は
「
水4

神
社
」
で
し
た
。

同
号
19
ｐ
『
戸
籍
の
窓
・
い
つ
ま

で
も
お
幸
せ
に
』
の
「
菊
池4

守
」

さ
ん
は
「
菊
地4

守
」
さ
ん
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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※行事は変更になる場合があります。
　ご了承ください。

毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館）です。

く ら し の ーカ レ ン ダ
（平成 26年６月21日～７月20日迄）

5 月開催行事ミニスナップ

図書館フェスタ

図書館フェスタ

スポーツ交流大会

公民館講座開講式

公民館講座開講式地域女性連絡協議会総会図書館フェスタ

図書館フェスタ

スポーツ交流大会

スポーツ交流大会キビ植え付け体験

公民館講座 キビ植え付け体験

公民館講座開講式 スポーツ交流大会 キビ植え付け体験

地域女性連絡協議会総会

すこ・・・・ 旧すこやかセンター
自然・・・・ 自然休養村管理センター
コミ・・・・ 役場コミュニティーホール
子育・・・・ 子育て支援センター

日 月 火 水 木 金 土
6 ／２１

●厚生連健診
（～ 6/23（日））
【コミ7:00 ～】

６／２２ ６／２３ ６／２４ ６／２５ ６／２６ ６／２７ ６／２８
●開園記念運動
会【喜界園食堂
ホール 15:00 ～
16:30】
●ブックスター
ト第２回【すこ
13:15 ～】

●しま興し祭り
【自然】

●乳児健診【す
こ13:15 ～】

６／２９ ６／３０ ７／１ ７／２ ７／３ ７／４ ７／５
● 第 34 回 図
書 館セミナー

【 役 場 多目的
室 14:00 ～
16:00】

●母子相談 (2
歳 児 ～ )【 子
育 10:00 ～】

●七夕週間（～
7日）　（七夕飾
りを飾ろう）【図
書館】

● 3 歳児健診
【 す こ 13:15
～】

●資料休館日
【図書館】

７／６ ７／７ ７／８ ７／９ ７／１０ ７／１１ ７／１２
● 健 康 相 談

（ほっと館）
●体操教室【コ
ミ19:00 ～】

●体操教室【コ
ミ9:30 ～】

７／１３ ７／１４ ７／１５ ７／１６ ７／１７ ７／１８ ７／１９
●母子相談 (0
～ 1 歳児 )【子
育 10:00 ～】

● 2 歳・2 歳 半
児歯科健診【す
こ13:15 ～】
●移動図書館（1・
2・3 年）第 3 期

【 早 町 小 13:00
～ 13:50】

●移動図書館（4・
5・6 年）第 3 期

【 早 町 小 13:00
～ 13:50】
●精神巡回相談

【診療所 8:30 ～】

●精神巡回相談
【 診 療 所 8:30

～】
●登記相談【研
修 室 9:00 ～
13:00】

● 1 歳６カ 月
児 健 診【 すこ
13:15 ～】

７／２０
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